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地
獄
と
極
楽 

 

修
行
僧
で
あ
る
雲
水
が
老
師
に
訊
ね
ま
し
た
。

「
あ
の
世
に
は
地
獄
も
極
楽
も
あ
る
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
本
当
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
地
獄
が

あ
る
と
す
れ
ば
ど
ん
な
処
で
し
ょ
う
か
。」 

老
師
は
答
え
ま
す
。 

「
も
ち
ろ
ん
、
あ
の
世
に
は
地
獄
も
極
楽
も
あ
る
。

最
も
、
お
前
が
思
っ
て
い
る
ほ
ど
の
違
い
は
な
い
。

外
見
上
は
地
獄
も
極
楽
も
全
く
同
じ
だ
。
違
っ
て
い

る
の
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
の
心
だ
け
だ
よ
。

地
獄
に
は
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
利
己
的
な

人
が
住
ん
で
お
り
、
極
楽
に
は
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ

た
利
他
の
心
を
持
っ
て
い
る
人
が
住
ん
で
い
る
。
」 

こ
ん
な
面
白
い
話
が
あ
り
ま
す
。 

一
メ
ー
ト
ル
の
長
い
箸
で
う
ど
ん
を
食
べ
る
話
で

す
。
地
獄
に
も
極
楽
に
も
、
部
屋
の
真
ん
中
に
大
き

な
釜
が
あ
り
お
い
し
い
う
ど
ん
が
煮
え
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
食
べ
方
に
は
ル
ー
ル
が
決
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
一
メ
ー
ト
ル
の
長
い
箸
を
も
っ
て
食
べ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
地
獄
に
い
る
者
は
、
自

分
で
う
ど
ん
を
掴
み
取
り
、
自
分
の
口
に
持
っ
て
い 

       

こ
う
と
し
ま
す
か
ら
、
一
メ
ー
ト
ル
の
箸
で
は
自
分

の
口
に
運
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
反
対

側
か
ら
は
、
他
の
奴
に
食
わ
れ
て
た
ま
る
も
の
か
と

邪
魔
を
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
う
ど
ん
は
飛
び
散
り
、

誰
も
口
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
極
楽
で
は
み
ん
な
で
分
か
ち
合
う
よ
う

に
、
自
分
が
箸
で
掴
ん
だ
う
ど
ん
を
反
対
側
の
人
に

食
べ
さ
せ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
今
度
は
反
対
側
の

人
が
「
次
は
あ
な
た
が
ど
う
ぞ
」
と
食
べ
さ
せ
て
く

れ
る
の
で
す
。
こ
の
様
に
し
て
、
す
べ
て
の
人
が
ニ

コ
ニ
コ
し
な
が
ら
う
ど
ん
を
食
べ
て
い
た
の
で
す
。 

 
 

つ
ま
り
、
地
獄
と
極
楽
と
で
は
、
釜
の
大
き
さ
も
、

釜
を
囲
ん
で
い
る
人
数
も
す
べ
て
一
緒
で
、
特
に
変

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
違
っ
て
い
た
の
は
、

そ
こ
に
い
る
人
の
心
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
。
で
す
か

ら
、「
自
分
だ
け
が
・
・
・
」
で
は
幸
せ
に
な
れ
な
い

の
で
す
。
幸
せ
に
な
り
た
け
れ
ば
「
あ
な
た
の
た
め

に
・
・
・
」
の
よ
う
で
す
。 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 
合
掌 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

 

十
二
月 

○
佐
藤
家
ご
法
事 

 
 
 
  

2
日 

○
道
了
講 

 

5
日 

○
渡
辺
家
ご
法
事 

 

9
日 

○
前
田
家
ご
法
事 

○
佐
藤
家
ご
法
事 

 

15
日 

○
渡
邉
家
ご
法
事 

 
17
日 

○
長
谷
川
家
ご
法
事 

 

○
古
谷
家
ご
法
事 

○
鈴
木
家
ご
法
事 

 

18
日 

○
地
蔵
講 

 

19
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

○
影
島
家
ご
法
事 

 

21
日 

○
三
明
寺
餅
つ
き 

 

23
日 

○
秋
山
家
ご
法
事 

 

24
日 

○
大
晦
日
・
除
夜
の
鐘 

31
日 

一
月 

○
元
旦
初
祈
祷 

 

1
日 

○
年
頭
挨
拶
回
り 

 
 

1
～
3
日 

○
道
了
講
・
は
し
ご
の
り 

6
日 

○
小
片
家
ご
法
事 

 

13
日

○
藤
田
家
ご
法
事 

 

14
日 

○
地
蔵
講 

 

16
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

 
 
 
 

 

○
山
田
家
ご
法
事 

 

18
日 

○
中
村
家
ご
法
事 

 

20
日 

○
大
杉
家
ご
法
事 

○
吉
田
家
ご
法
事 

○
足
立
家
ご
法
事 

 

21
日 

○
川
奈
家
ご
法
事 

○
中
村
家
ご
法
事 

○
大
般
若
節
分
会 

 

28
日 

 

二
月 

○
原
田
家
ご
法
事 

 

4
日 

○
秋
山
家
ご
法
事 

○
道
了
講 

 

6
日 

○
松
永
家
ご
法
事 

 

10
日 

○
久
保
田
家
ご
法
事 

18
日 

○
地
蔵
講 

 

20
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

○
藤
井
家
ご
法
事 

 

25
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席(

118
回) 

三
遊
亭
鳳
楽
師
匠 

 

【
住
職･

寺
族
】 

 

十
二
月 

○
曹
洞
宗
托
鉢 

 

4
日 

○
龍
吟
講 

 

12
日 

○
紅
梅
会 

 

13
日 

○
詩
偈
の
会 

 

18
日 

○
玄
清
寺
寺
族
法
事 

21
日 

 
 

○
沼
津
市
仏
教
会
托
鉢 

 
一
月 

〇
本
山
拝
登 

 

10
日 

二
月 

○
霊
山
寺
大
般
若 

 

2
日 

○
大
通
寺
大
般
若 

 

11
日 

○
寺
族
研
修 

 
 
 

19
～
21
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

 

○
土
曜
写
経
会 

 
 

6
時 

○
日
曜
坐
禅
と
法
話
の
会 

 
6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

第
一
月
曜
日 
19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

9
時
30
分 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

第
三
火
曜
日 

13
時
30
分 

 

【
住
職
ラ
ジ
オ
法
話
】 

○
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

○
コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

月
曜
～
金
曜
7
時
15
分 

 

【
お
知
ら
せ
】 

□
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！ 

８
月
の
地
蔵
尊
祭
に
引
き
続
き
節
分
会
で
も
献
血
を
行

い
ま
す
。
寒
い
時
期
は
血
液
が
不
足
し
ま
す
。
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す 

□
や
す
ら
ぎ
大
学
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！ 

写
経
会
・
ご
詠
歌
講
・
法
話
の
会
（
や
す
ら
ぎ
大
学
）
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

法
話
の
会 

12
月
19
日 

三
明
寺
住
職 

１
月
16
日 

龍
音
寺 

舘 

隆
志
師 

 

２
月
20
日 

萬
松
院 

吉
田
宏
得
師 

□
コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

朝
の
お
話 

毎
朝
お
届
け
し
ま
す 

毎
週
月
～
金 

７
時
15
分 

生
の
声
を
届
け
て
い
ま
す 

【
後
記
】 

 

沼
津
の
紅
葉
は
12
月
に
入
っ
て
か
ら
も
楽
し
め
ま
す 

 

公
園
を
前
に
し
た
三
明
寺
で
は
落
ち
葉
が
す
ご
い 

 

昔
と
違
う
と
こ
ろ
は
火
を
燃
や
せ
な
い
こ
と 

♪
か
き
ね
の
か
き
ね
の
曲
り
角 

た
き
び
だ
た
き
び
だ

お
ち
ば
た
き
♪ 

 

知
ら
な
い
世
代
に
な
り
ま
す
ね 

       

 

平
成
二
十
九
年
十
二
月
一
日 

第
六
十
五
号

発

行 

曹
洞
宗 

剛
嶽
山 

三 

明 

禅 

寺 

編

集  

大

嶽

正

泰 

住

所 

沼
津
市
大
岡
字
三
明
寺
四
○
五
一

電

話 

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
４ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ http://www.sanmyouji.com

 

メ
ー
ル info@sanmyouji.com

 

 

写真：可睡斎にて 

 東司(お手洗い)右写真は文化財 
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写経会 豊川稲荷 11/20 

定輪寺晋山結制 11/11･12 

晋山式とはお寺を

僧堂に見立て、 

新しい住職をお迎

えする式です  

4 男泰斗が裾野市

定輪寺にて首座

(修行僧代表)とい

う大役を務めさせ

ていただきました 

 

掛川 大日寺婦人会参拝 11/25 

県仏教婦人会三ケ日大会 10/30 

平成 31年は沼津で開催します 

 

沼津香陵ライオンズクラブ 門池公園にアジサイ植樹 
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宗務所檀信徒地方研修  11/21・22 

袋井可睡斎･名古屋日泰寺 

 

秋彼岸の供養会 9/24 

 

やすらぎ大学 宗清寺住職 大嶽素宏師 

輪袈裟授与式 

初めて参加された方

がいただきます 

印章供養祭 10/7 

愛知尼僧堂の青山老師の法話に感動 

日泰寺にて 


